
NO 3 2 1 評価

当園の保育目標、保育方針、保育理念、保育運営方針を理解していますか。 概ねA評価という結果

となりました

すべての子どもについて、一人ひとりの存在とその人権を尊重しています

№1は昨年より評価が

児童福祉法の理念に基づき、子どもの最善の利益を考慮して、子どもの生活 あがりましたが今後も

と健全な発達を保障することが保育園の重要な使命だと理解していますか。 保育目標等を定期的に

日頃から、保育所保育指針を読み、その理念を理解したうえで、保育内容や 会議や研修で提示し更

保育方法を考える際に参考にしていますか。 に理解が深まるよう努

保育が、子どもの生涯の基礎を培う極めて大切な役割を担ってると認識して

いますか。

保育園には、入園している子どもの保育だけでなく、広く地域の子育て支援 №2は3の割合が増えて

をする社会的役割があることを意識していますか。 ており「人権擁護のチ

ェックリスト」を行っ

ていることから人権に

対する意識が高くなっ

ていると思われます

子どもと一緒に思い切り体を動かして遊ぶことの重要性を理解し、楽しんで

いますか。 №4は園内研修や会議

保育士等は、子どもにとって最も身近な人的環境であるとともに、すべての 等で指針に触れる機会

言動がこどもにとってモデルになっていることを常に意識していますか。 を増やすようにし子ど

子どもの家庭状況は多様だという考えの上で、今、その子に何が必要かを見 もへの理解が更に深ま

極め、それぞれにとって適切な援助をしていますか。 るよう努めます

一人ひとりの子どもの出生時の状況、その後の発育・発達など、成育歴を細 №12については短時間

かに把握するとともに、保護者の状況などの背景も理解していますか。 職員が保護者応対に携

離乳食は、家庭と連携をとりながら、一人ひとりの育ち具合やその日の体調 わる機会が少ないとい

に合うよう工夫していますか。 う理由でB評価が多い

赤ちゃんの目の動き、泣き声しぐさ、片言をメッセージとして受け止め、ほ 状況もありますが今後

ほえみ、要求に応じる言葉をやさしく返していますか。 も職員間の情報共有に

一人ひとりの生活リズムや欲求、その体調等を把握した上で、睡眠の時間を 努めます

調整する柔軟性を持ち合わせていますか。

「できない、やって」と甘えてくるときは、その都度、その子の気持を受け №18については、子ど

止め、一人ひとりの発達に応じた援助をしていますか。 もが楽しみながら学べ

るような環境づくりや

遊びを工夫して行きま

「おや、何だろう？」「これで遊ぼう」と好奇心や興味を引き出す教材や素 す

材、場を用意する心配りをしていますか。

子どもと会話をするときに、その子の目線に合わせて話をゆっくり聞いて、

子どもの話したい気持や伝わった喜びを共感していますか。

自分の思いどおりにならず、怒ったり泣いたりする子どもに対して、丁寧に

話て聞かせたり、気持を切り替える時間をゆったりと持つことができますか。

　

　　評価段階　3・A、よくできている　2・B、ほぼできている　1・C、努力が必要

令和6年度　保育所の自己評価　

意見・改善策評価内容

　　　　　保育所保育指針において保育士及び保育所の自己評価並びにその公表が努力義務とされており、これに

　　　　基づき、常盤保育園では保育の質の向上を図るため年に２回の自己評価と、全国保育士会の人権擁護のチ

　　　　ェックリスト用いて自己評価を実施致しました。評価結果を下記のとおり公表し、結果を踏まえ、今後も

　　　　よりよい保育を提供できるよう努めて参ります。

　　実施期間　令和6年12月16日～令和7年1月7日　　　対象者　保育士・看護師・保育補助　36名
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子どもが安心して自分の気持を伝えられるように、いつも心を開いて、信頼 №22については、今年

関係をつくる努力をしていますか。 は暑い日が続き戸外へ

子どもが色々な楽しさを味わうため、散歩など戸外に出かける機会を多く取 出れない日も多くあり

り入れていますか。 ましたので室内遊びの

「保育園や先生が好きだ」といった幸福感を味わえるために、子どもが充実 充実に努めました

できる活動や場を日頃から用意していますか。

今日咲いた花、飛んできた鳥や虫など、それぞれの季節ならではの子どもの №31については保護者

感動が、自分自身のものとして受け止められていますか。 の気持ちに寄り添う為

子ども達が、生活や遊びを通して、生きた言葉を多く自分のものとできるよ 、保育士自身も焦らず

うに工夫していますか。 気持ちの余裕をもって

「早く～しなさい」、「だめ」、「いけません」などの指示・命令する言葉 日々の様子を丁寧に伝

をできるだけ使わないようにしていますか。 え、保護者と共に見守

異年齢の子ども同士の触れ合う機会をつくり、お互い心が育ち合うことを意

識していますか。

見たこと、感じたものに対して、言葉、絵、造形、からだ、音などその子が がりました

最も好きな、得意とする方法で表現することを大事にしていますか。

№32については人員配

置も含めて、子どもが

興味を持ちそうな環境

づくりや遊びの工夫を

日常的に個別な支援が必要な子どもの保護者との話し合い、不安や焦り等悩 心掛けます

みを抱えている保護者の気持の援助に心がけていますか。

子どもの遊びが、主体性の育ちに繋がるような関わりや環境づくりを意識し

ていますか。

連絡帳を、保護者がその内容をよく理解でき、楽しみにするような書き方を

№40について沢山の子

どもと接する中で全体

識して保育するよう心

掛けます

一人ひとりの子どもに目が行き届いていたか振り返り、これからの保育の課題 №42について何か相談

をみつけることができますか。 事があった際、状況に

よっては園長主任に伝

え迅速な対応を心掛け

ます

№43について研修等に

保育の悩みや疑問を解決するために、研究し専門書等を参考にして、そこか 参加したり会議で意見

を出し合い互いの気付

クラス内では子どもの成長を喜んだり、互いに感謝し認め合う等の職員間の きや学びに繋がるよう

っていく状況をつくる
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その子の体調や些細な変化や異常に速やかに対応するために、日常的な体調

26

39
地震や火災等の非常災害時や不審者侵入等の非常時に、何をしなければいけ
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日頃から虐待の早期発見に心掛け、虐待が疑われる場合には関連機関に通告
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ら学ぶことができますか。
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保護者が育児の悩みや心配事を話してみたくなり、一緒に考えてくれる存在
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№36については写真

を活用したり子どもの


